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議題（３）地域公共交通計画の目標の達成状況について

１．令和６年度末評価結果

カテゴリー 評価指標
計画策定時の

現況値
目標値 R6 年度の実施内容及び今後の取り組み方針

R6 年度末時点

評価値

目標（１）「人々の

移動を支える持続

可能な公共交通網

の構築」

1-1
本市内の公共交通（鉄道・路線バス）の一日あたり

の利用者数

66,180 人/日

（R元年度）

110,000 人/日

（R12 年度）

・北大阪急行延伸線の開業に伴うバス路線再編

・阪急バス社会実験路線の利用状況の周知および利用促進の広報

91,207 人/日

阪急電鉄：R6 年度

北大阪急行：R6年度

阪急バス：R6 年度

1-2 市民の移動における自動車分担率
56.3％

（R3 年度）

35.2％

（R12 年度）

・北大阪急行延伸線の開業に伴うバス路線再編

・阪急バス社会実験路線の利用状況の周知および利用促進の広報

・もみじだより特集記事でゆずるバス、阪急バスのＰＲ（９月・12 月）

・シェアサイクル等実証実験（令和６年９月開始）

・ＡＩオンデマンド交通「のるーと箕面」の実証運行（12 月）

55.9％

（R5 年度）

※北大阪急行線延伸

開業前の調査結果

目標（２）「誰もが

安全で安心して利

用できる公共交通

環境の実現」

2-1
公共交通に関する満足度（「満足している」又は「ど

ちらかといえば満足している」と答えた人の割合）

19.1％

（R3 年度）

32.7％

（R12 年度）

・北大阪急行電鉄の延伸およびバス路線の再編

・デジタルサイネージやバスロケーションシステムによる案内

・バス停へのベンチ、上屋設置

・ＡＩオンデマンド交通「のるーと箕面」の実証運行

37.2％

（R5 年度）

※北大阪急行線延伸

開業前の調査結果

2-2 市内の路線におけるノンステップバス導入率
46.3％

（R2 年度）

80％

（R12 年度）
・阪急バス（株）へのノンステップバス導入の働きかけ

71.1％

（R6 年度）

目標（３）「市民の

公共交通への関心

の向上及び公共交

通を守り・育てる

意識の醸成」

3-1
公共交通に関する地域住民発意の勉強会や説明会、

ワークショップなどの延べ参加者数

59 人

（R3 年度）

120 人

（R12 年度）

・地域住民等の要請により意見交換会・出張説明会を開催

【意見交換会】みのおの交通を考える会（１団体）

【ＡＩオンデマンド交通説明会】

北小地区福祉会、西小地区福祉会、豊川北小地区福祉会（３団体）

彩都彩カフェ

112 人

（R6 年度）

3-2
オレンジゆずるバスサポーター店制度を活用した

特典の利用状況

30件/月

（R3 年度）

100 件/月

（R12 年度）

・市広報紙もみじだより特集記事での PR（９月号）

※評価値は、登録店舗への聞き取り結果

450 件/月

（R6 年度）

目標（４）「多様な

移動ニーズの発生

を見据えた体制の

構築」

4-1
新たなモビリティや交通形態の試験運行の実施ま

たは導入
－

１箇所以上

（R12 年度まで）

・令和６年 12月から、箕面・新稲地域周辺、粟生間谷・彩都地域周辺に

て、ＡＩオンデマンド交通の実証運行を開始

２箇所

（R6 年度）
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